



心理検査係 臨床心理士 滝 口 緑
３月13日
◆ 症例検討
５階東病棟 辻 本 彩
４月17日
◆ アヘン（阿片）の歴史
外科部長 渋 谷 均
５月23日
◆ 症例検討会
訪問看護室 下 風 真 衣
７月24日
◆ 癌疼痛に対するオピオイドによる薬物療法




呼吸器科部長 笹 岡 彰 一
10月18日
◆ 症例検討







































































































呼吸器科部長 笹 岡 彰 一
10月18日
◆ 症例検討
３階西病棟 斉 藤 みゆき
氏名：Ｉ氏 41歳 女性
診断名：右乳癌、癌性胸膜炎、右肺転移
Ｉ氏はおとなしい性格であまり訴えてこなく、疼痛も
夫を通して訴えてくるようなところがあった。そのため
信頼関係を築くことを目標に、夫の面接時に訪室を多く
し、たわいのない会話からＩ氏自身の希望や訴えを引き
出すよう支援した。疼痛増強がみられレスキューも頻回
となりＩ氏の不安が増強した。そのため医師、看護師で
訪室回数を増やし、夫・子供と共に支えていけるよう支
援した。子供は清拭や洗髪、食事・排泄の介助などすす
んで参加するようになりＩ氏の支えとなった。疼痛コン
トロールやセデーションなどの対応も夫と十分に相談し
た上で実施していくことができた。
この症例は患者の気持ちを大切にし、見守る家族に対
しても、どのような形で「見守り」「看取る」状況を与え
られるかという視点において大きな学びとなった症例で
あった。
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